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地理情報システムとは

実世界を抽象化した要素で表現し，解析する
点（ポイントorノード）
線（ライン or アーク）
面（ポリゴン）
格子（グリッドorラスター）

ベクター





真実は解らないもの
GISは地球上の事実を抽象化し解析する道具
事実は，真実と異なる
データには，必ず誤差が含まれている

仮説を構築して真実に迫ろうとするのが科学
GISは，それを支えている
科学だけでなく社会にも役立てられる



実社会は事実を重視

真実は解らなくとも，安全が担保されればOK

そのためには，要求精度を明確にする
GISは様々な精度の情報が重なりあう
得られた成果の信頼性は？

モノ作りを支える工学分野においては



GISの現状
ニーズ（ユーザー）側の状況
業務用のシステムは未だ高価
有効に活用されているとは言い難い？
システムの構築には専門知識が必要

シーズ（GIS技術） 側の状況
多くのフリーウェアが登場
Web GISやバーチャル地球儀
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フリーのGISクライアント

ネットワーク対応型地球儀ソフト
Google Earth: 最もシェアの高いクライアント

Live Search: マイクロソフトが追随するべく昨年参入

World Wind: NASAの提供するオープンソースクライアント

Arc GIS Explorer: 古参GISベンダーのクライアント

スタンドアローン型GISソフト
QGIS（手軽な地図ビューワ）, GRASS（解析機能が充実）, etc.



Web GIS サーバ
Google Maps, Yahoo Maps

インターネットビジネスでの地図サービス
電子国土Web

国土地理院の地図サービス
Map Server

自分のマシンでサーバを構築できるFree Ware
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Google Earth を使って
最新の衛星画像と
GISデータを紹介



GISの効果的な活用法
データの収集

データの公開

データの共有

データの管理

データの検索

データの表現

空間解析



GISデータのフォーマット
地理情報標準，G-XML
KML, Shape File, DXF

メタデータの整備
データの仕様
更新履歴
測地系，座標系

GISデータ共有のために



測地系と座標系
測地系
ベッセル楕円体，WGS84

測地成果2000（GRS80）
座標系
緯度経度座標系，UTM座標系
平面直角座標系



GISの普及に向けて
GIS構築には膨大な費用を必要とする？
予算に合わせて構築できるはず

データの整備・更新も予算次第．ベクトル基図は必要？

業務の効率化は本当に図れるのか？
職員の情報に対する意識と技術次第．

他の課室での利用を念頭に置いたデータベースの設計を

GISを用いた住民（消費者）サービスを



先進的なGIS導入機関

千葉県　浦安市，市川市
大阪府　豊中市
北海道　池田町
熊本県　八代市

ニーズとシーズを結ぶ技術者が極めて重要



自治体の現状
財政状況の悪化
アウトソーシングを積極的に導入
技術者の必要性さえ問われている

アウトソーシングは本当に経費節減？
技術力を自治体内に復活させて財政再建！



取り組むべき課題
公共団体：　新技術への理解
技術職の職員に本来の働きをしてもらう

情報やGIS技術を持った職員を育成

民間企業：　高度技術の提供
多様な技術シーズを融合させたサービスを提供

工学系大学：　人材育成
基礎力を重視した人材育成



おわりに
GIS技術者を育成することが急務
技術者がいれば柔軟なシステムが可能
アウトソーシングも不要？

データ整備・管理にポリシーを持つ
GISデータは多方面への活用が期待

豊富で信頼できるデータ整備こそが重要


